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1. はじめに 

 近年，大学では，授業で課されたレポート課題に対し，

第三者が作成した文章をそのまま利用し，あたかも自分の

意見のように文章を纏める剽窃行為の横行を問題視してい

る．これらの行為は，著作権侵害に当たるきわめて悪質な

行為であると言える．そのため，教員は，学生が提出した

レポートに対し，剽窃行為が行われてないか精査すると共

に，これらの行為が行われた場合，適切な処置を講ずる必

要がある．一方，剽窃行為を特定するには，時間と労力が

かかる事から，剽窃レポートの検出に関する研究が進めら

れている．例えば，剽窃チェッカー[1]では，入力した文

に対し，同一の文が Web 上に存在するかどうかを確認する

機能を有している．他にも，学生間で剽窃行為が行われて

いないかを確認するために，レポート間の文章を比較し，

文書間類似度を算出する方法として，n-gram 手法[2]や文

章の係り受け関係から判定する手法[3]が研究されている． 

ただし，これらの研究では，複数のレポートで同一の文

献を引用した場合を考慮していない．レポートにおける引

用とは，他人の著作を自身のレポートで紹介する方法であ

り，著作権法でも認められている合法な行為である．これ

らを考慮せずに文章を比較すると，類似度が高くなる事が

考えられる．そこで本研究では，引用箇所を判別し，それ

らの文章を除いた上でレポート間を比較する剽窃レポート

検出システムを提案する． 

 

2. 提案システムの概要 

本研究では，引用箇所を考慮した剽窃レポート検出シス

テムを提案する．剽窃レポート検出システムは，レポート

管理システムと剽窃判定システムといった 2 つのサブシス

テムによって構成される． 

 

2.1 レポート管理システムの概要 

レポート管理システムは，1)年度，2)科目名，3)課題名，

4)レポート群，といった情報を入力する事で，特定の年度

で開講された授業における課題レポートとして，レポート

群を管理する．図 1 にレポート管理システムの全体像を示

す．本システムでは，以下に示す処理によって構成される． 

 

 レポート登録処理 

 特徴語抽出処理 

 Web 情報取得処理 

 

 

 
図 1 レポート管理システムの全体像 

 

2.1.1 レポート登録処理 

 指定されたレポート群に含まれる文章をレポート DB に

登録する． 

 

2.1.2 特徴語抽出処理 

登録したレポート群から特徴語を抽出する． 

 

2.1.3 Web 情報取得処理 

特徴語抽出処理で得られた特徴語をもとに，サーチエン

ジンを利用して Web 上の文章を取得し，Web ページ DB に登

録する． 

 

2.2 剽窃判定システム 

剽窃判定システムは，1)年度，2)科目名，3)課題名，と

いった情報を入力する事で，特定の課題に対して提出され

たレポート群に対する剽窃判定を行う．図 2 に剽窃判定シ

ステムの全体像を示す．本システムでは，以下に示す処理

によって構成される． 

 

 
図 2 剽窃判定システムの全体像 
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 対象レポート取得処理 

 比較対象群抽出処理 

 引用箇所特定処理 

 類似度算出処理 

 

2.2.1 対象レポート抽出処理 

指定された課題に対するレポート群の中から，比較元と

なる対象レポートを任意に選択する． 

 

2.2.2 比較対象群抽出処理 

指定された課題に対するレポート群の中から，対象レポ

ートを除くレポート群を比較レポートとして取得する． 

 

2.2.3 引用箇所特定処理 

レポート内の文章のうち，引用ルールに則って記載され

ている文章を引用箇所として扱い，対象レポートおよび比

較レポートから取り除く． 

 

2.2.4 類似度算出処理 

引用箇所特定処理によって取り除かれた文章をもとに，

1) Web ページからの剽窃判定，2) 文書間類似度の算出，

といった流れで実施する．まず，Web ページからの剽窃判

定は，対象レポートと Web ページ DB に格納された文章の

類似度を算出し，閾値以上であれば剽窃であると判定し，

対象レポートから当該文章を取り除く．なお，類似度は，

文章を構成するキーワードの係り受け関係の一致率から算

出する．その後，取り除かれた文書間の類似度を算出する．

なお，本研究では，太田らの文書間類似度の計算式[2]を

用いる． 

 

3. 実証実験 

3.1 実験目的 

本システムの有効性を確認するために，引用箇所特定処

理を実行し，本来の剽窃行為が明らかとなるような類似度

を算出しているかどうかを確認する． 

 

3.2 実験方法 

本実験では，引用箇所の文章を取り除いた結果をもとに，

類似度を算出した場合と，引用箇所を考慮しない提出レポ

ートの類似度を算出した結果を比較する．本実験で使用す

るデータは，ある授業で課されたレポート課題に対し，提

出のあった 30 人分のデータを利用した．また，提出され

たレポートは，引用ルールに則って記載されていないもの

が多いため，本実験では Web ページに記載されている文章

と一致した場合，引用箇所であると判定した．なお，引用

判定に利用した Web ページは，当該レポートのテーマから

任意でキーワードを抽出し，サーチエンジンで検索した上

位 3ページを利用した． 

3.3 実験結果と考察 

提出レポートをもとに算出した類似度，および引用箇所

の文章を取り除いた文書をもとに算出した類似度の差を図

3 に示す．また，比較レポートの例を表 1 に示す． 

 

図 3 算出した類似度の差 

 

表 1 比較レポートの例 

 
 

図 3 および表 1 に示す通り，類似度の差が正の数値を示

している場合は，引用と判定された部分がレポート間の類

似度を求める際に大きく影響していることがわかる．一方，

類似度の差が負の数値を示している場合は，引用とみなし

た文章を削除したことにより，類似度が高くなっているこ

とがわかる．このように，引用と判定した箇所を取り除い

た上でも，文書間類似度が高い場合は，学生間で剽窃行為

が行われた可能性があると考えられる．そのため，本来の

剽窃行為が明らかとなる事から，本システムが有効である

と言える． 

 

4. おわりに 

本研究では，引用箇所を考慮した剽窃レポート検出を目

的に，引用箇所特定処理を実行し，本来の剽窃行為が明ら

かとなるような類似度を算出しているかどうかを確認する

ための実証実験を行った．その結果，引用箇所の文章を取

り除いた結果をもとに，類似度を算出した場合と，引用箇

所を考慮しない提出レポートの類似度を算出した結果には

差が見られたことから，引用箇所を考慮し，剽窃レポート

を検出することが有効であるということがわかった． 

今後は，引用箇所を特定する方法について検討するとと

もに，Web ページのサイト数，検索ワードの妥当性を検討

し引用箇所を考慮した剽窃レポート検出システムの開発を

進める． 
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